
- 87 -

このほか管玉１点が

出土しており、これ

らは祭祀行為の痕跡

ではないかと報告者

は指摘している（福

島県文化振興財団編

2017）。

　３　調査の方法

本調査は、（１）顕微鏡観察、（２）比重測定、（３）

蛍光 X 線分析の３つの方法で行った。

（１）顕微鏡観察は、主に気泡の形状観察を行い、

製作技法推定の一助とした。

（２）比重測定は、蒸留水を用いたアルキメデス

法による測定を行った。

（３）蛍光Ｘ線分析は、当館設置のマイクロ蛍光

Ｘ線分析装置（Bruker 製 TORNADO PLUS26S）を使

用した。測定は遺物表面を非破壊にて行った。定量

分析は、ファンダメンタルパラメーター法（ＦＰ法）

を用いて行い、ランダムに選定した10か所の分析結

果の平均値により算出した。ただし、すべて表面の

分析のため、風化による組成変動はあるものと考え

あくまで参考値とする。分析の条件は以下の通り。

分析装置：マイクロ蛍光Ｘ線分析装置（Bruker 製

TORNADO  PLUS26S）/ Ｘ線管球：Rh/ 測定雰囲

気：真空 / 管電圧：50kv/ 管電流：300μA

４　結　果

調査の結果を表２、第１・２図に示す。顕微鏡観
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１　はじめに

福島県文化財センター白河館では、適切な保管方

法と保存処理方法を選定するため、資料の蛍光Ｘ線

分析による材質調査を行っている。当館では、弘法

山古墳群や笊内古墳群等から出土した約1,400点の

ガラス製品を保管しており、特に弘法山古墳群出土

ガラス製品は詳細な調査が行われている。しかし、

これまで理化学的材質調査は行われてこなかった。

そこで、基礎的なデータ構築と化学組成傾向の確

認のため、当館保管ガラス製品の調査を行うことと

した。保管ガラス製品の大半が古墳時代後期の出土

品であり、古墳時代前期の出土品は五畝田・犬這遺

跡出土ガラス小玉２点のみである。また、福島県内

ではいわき地方を中心に古墳時代出土ガラス製品が

出土しているが、そのほとんどが古墳時代後期のも

ので、古墳時代前期出土のガラス製品はごく少数で

あり、五畝田・犬這遺跡出土ガラス小玉は福島県内

では希少な例と言える。本報告では、２点という少

数ではあるが、五畝田・犬這遺跡出土ガラス小玉の

分析を行ったのでその成果を報告する。

２　出土状況

今回調査を行った資料は、五畝田・犬這遺跡出土

ガラス小玉２点（挿図番号45図６、45図７）である。

五畝田・犬這遺跡９号住居跡は古墳時代前期後半の

住居と考えられている。ガラス小玉の内、１点（挿

図番号47図６）は堆積土中から、もう１点（挿図番

号45図７）は床面から少し浮いた状態で出土した。
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表１　白河館収蔵の主要
　　ガラス製品一覧

遺跡名 時代 ガラス
製品数

笊内古墳群 古墳時代後期 700
早稲田古墳群 古墳時代後期 17
駒板新田横穴遺跡 古墳時代後期 102
正直 A 遺跡 古墳時代後期 11
弘法山古墳群 古墳時代後期 586
本笑和田横穴墓群 古墳時代後期 2
桜町遺跡（一次） 不明 1
五畝田・犬這遺跡 古墳時代前期 2
点数は今回新たに集計した。　　合計 1421
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察の結果、小口面は滑らかで、ガラス小玉の孔に平

行する気泡や、紡錘形の気泡を確認できた。２点と

も管切り法により製作されたものと考えられる。

古代のガラス製品には、鉛珪酸塩ガラスやアルカ

リ珪酸塩ガラスがあることが確認されている。こ

れらは比重により簡易的に分類が可能であり（肥塚

1996）、五畝田・犬這遺跡出土ガラス小玉２点の比

重は2.09および2.31であったため、アルカリ珪酸塩

ガラスであると推測した。アルカリ珪酸塩ガラスに

は、ソーダ石灰ガラスやカリガラス等があることが

わかっている。五畝田・犬這遺跡出土ガラス小玉の

蛍光Ｘ線スペクトルをみると２点とも Si、K の検

出が顕著である。

また、定量分析の結

果、K2O が11.7％および

6.46％といずれも多く、

次に Al2O3が5.12％およ

び3.32％ で あっ た。 ま

た、Na2O、MgO、CaO

の含有は２％以下である

ため、２点ともカリガラ

スであると推定した。挿

図 番 号45図6は Cu、Pb

等が検出されたため、銅

を着色材料とし、挿図番

　第１図　45図６の蛍光Ｘ線スペクトル
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号45図７は Co が検出されたため、コバルトを着色

材料としたと考えられる。

カリガラスは弥生時代中期後葉ごろから日本で流

通がはじまり（大賀ほか2010）、五畝田・犬這遺跡

出土ガラス小玉と同時期の古墳時代前期出土ガラス

の傾向としては、カリガラスが多く確認されている

（肥塚ほか2010）。現在確認されている古代出土カ

リガラスは、Al2O3および CaO の含有量が中程度で

コバルト着色の Group PI（中アルミナタイプ）と、

Al2O3の含有量が多く CaO の含有量が少ない銅着色

の Group P Ⅱ（高アルミナタイプ）がほとんどで、

これらに帰属しない、その他の事例があると報告さ

れている（大賀ほか 2016）。これにより五畝田・犬

這遺跡出土ガラス小玉２点をみると、挿図番号45

図６は Group P Ⅱ、挿図番号45図７は Group P Ⅰ

に帰属すると考えられる。

５　おわりに

分析の結果、五畝田・犬這遺跡出土ガラス小玉２

点はカリガラスであることが分かった。今回は、保

存科学的な調査における最低限の報告のみであり、

今後の調査により新たな知見が発見される余地は残

されている。今後は、当館収蔵のガラス製品の調査

を継続し、化学組成傾向の確認と基礎的データ構築

を目指す。

　第２図　45図７の蛍光Ｘ線スペクトル

　表２　分析結果
挿図番号 47 図 6 47 図 7
色調 淡青 青紺
気泡 孔に平行 孔に平行

重量（g） 0.085 0.419
比重 2.09 2.31
SiO2 79.6 84.78
Na2O 0.49 0.43
CaO 0.25 1.28
MgO 0.01 0.10
K2O 11.78 6.46
Al2O3 5.12 3.32
TiO2 0.23 0.23
Fe2O3 0.67 1.65
MnO 0.01 1.69
Co - 0.05
Cu 1.46 -
Pb 0.35 -
Sn 0.07
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